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ステップ 03入試を
べる

Step3

調

多
様
化
す
る
入
試
を
理
解
し
て

子
ど
も
に
合
っ
た
形
で
受
験
に
臨
む

■ 入試制度別大学入学者の割合

文部科学省「国公私立大学入学者選抜実施状況」を基に作成

入学者数に占める、推薦入試 ・
AO入試の割合が年々増加
推薦入試・AO入試による入学者の割合が
増加傾向にあります。2008年度では全体
の43.4％を占める約26万人の学生が推
薦入試やAO入試により入学しました。

　

か
つ
て
は
、
入
試
と
い
え
ば
筆
記

試
験
が
メ
ー
ン
で
し
た
が
、
今
で
は

推
薦
入
試
・
Ａ
Ｏ
入
試
に
よ
る
入
学

者
数
が
半
数
近
く
を
占
め
、
入
試
の

多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
で
も
、
激
化
す
る
国

際
競
争
を
勝
ち
抜
い
て
い
け
る
多
様

な
人
材
を
育
成
す
べ
く
、
学
力
の
み

な
ら
ず
、
学
問
に
対
す
る
適
性
や
意

欲
・
目
的
意
識
を
評
価
す
る
Ａ
Ｏ
入

試
や
推
薦
入
試
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
入
試
に
も
「
セ
ン

タ
ー
試
験
利
用
入
試
」「
全
学
部
統

一
入
試
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
式

が
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
３
で
は
、
多
様
化
す
る

入
試
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
受
験

の
選
択
肢
が
増
え
た
ぶ
ん
、
さ
ま
ざ

ま
な
入
試
制
度
・
方
式
を
し
っ
か
り

と
理
解
し
、
お
子
さ
ん
の
実
力
を
最

大
限
に
生
か
せ
る
受
験
プ
ラ
ン
を
立

て
ま
し
ょ
う
。

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

（％） ■ 一般入試　■ 推薦入試　■ ＡＯ入試　■ その他

55.956.757.758.759.460.261.3

35.735.635.034.934.634.1

6.96.05.64.94.23.6
8.0％

35.4％

推薦入試・AO入試
による入学者は
4割強
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少
子
化
の
影
響
で

定
員
割
れ
の
大
学
が
増
加

　

全
大
学
の
志
願
者
総
数
が
定
員
総

数
に
近
づ
き
、「
大
学
全
入
時
代
」

を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
す
で
に
多

く
の
私
立
大
学
で
入
学
定
員
充
足
率

（
入
学
者
÷
入
学
定
員
）
が
１
０

０
％
に
満
た
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
定

員
割
れ
」
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
勘
違
い
し
て
は
な
ら
な
い

の
が
、
少
子
化
に
よ
り
大
学
受
験
は

楽
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
定
員
割
れ
を
起
こ
す
大
学

が
あ
る
一
方
で
、
一
部
の
国
公
立
大

学
や
難
関
私
立
大
学
に
は
志
願
者
が

集
中
し
、
依
然
と
し
て
競
争
率
は
高

い
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
受
験
生
に
占
め
る
現
役
生
の
割

合
が
増
加
傾
向
に
あ
る
の
も
、
近
年

の
特
徴
で
す
。
２
０
０
９
年
度
の
現

役
志
願
者
数
は
、
全
志
願
者
数
の
約

88
・
４
％
で
10
年
前
よ
り
11
・
６
ポ

イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
安
・
近
・
少
」の
傾
向
が

一
段
と
強
ま
る

　

長
引
く
不
況
は
大
学
進
学
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
学
費
が
安
く
、

自
宅
か
ら
通
え
る
近
い
大
学
を
選
び
、

受
験
校
を
絞
る
「
安
・
近
・
少
」
の

傾
向
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
立
大

学
よ
り
学
費
が
安
い
国
公
立
大
学
の

人
気
が
高
ま
り
、
２
０
１
０
年
度
入

試
の
国
立
大
学
個
別
試
験
志
願
者
数

は
、
前
年
度
か
ら
１
万
４
２
６
０
人

増
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
の
学
校
基
本

調
査
に
よ
る
と
、
出
身
県
の
大
学
に

入
学
す
る
学
生
の
数
は
増
え
続
け
、

２
０
０
９
年
度
の
入
学
者
全
体
の

41
・
５
％
に
も
上
り
、
10
年
前
よ
り

３
・
７
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
受
験
世
帯
の
節
約
志
向
に

よ
り
、
受
験
校
の
数
も
絞
ら
れ
て
い

ま
す
。

「
安
・
近
・
少
」
の
志
望
校
選
び
は
、

確
か
に
進
学
費
用
の
節
約
に
つ
な
が

り
ま
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
が
納
得

し
て
進
学
で
き
る
大
学
を
選
べ
な
け

れ
ば
、
学
ぶ
意
欲
を
妨
げ
、
引
い
て

は
、
将
来
の
可
能
性
を
狭
め
て
し
ま

う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。
奨
学
金
な
ど

の
利
用
も
視
野
に
入
れ
、
子
ど
も
と

十
分
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
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83.4％

88.2％

90.6％

（年度）

84.0％

■ 大学・短期大学の志願者数・入学者数と収容率の推移

文部科学省「学校基本調査」を基に作成

大学入試
の現状

大
学
全
入
時
代
の
到
来
間
近

「
安
・
近
・
少
」
の
傾
向
が
鮮
明
に

92.7％

　

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業

団
が
私
立
大
学
５
７
０
校
・
私
立
短

期
大
学
３
５
６
校
を
対
象
に
行
っ
た

調
査
に
よ
る
と
、
２
０
０
９
年
度
に

定
員
割
れ
と
な
っ
た
私
立
大
学
は
２

６
５
校
で
、
全
体
の
46
・
５
％
に
も

上
り
ま
す
。
短
期
大
学
に
至
っ
て
は

69
・
１
％
と
過
去
最
悪
を
記
録
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
最
大
の
要
因
は
少
子
化
で
す
。

18
歳
人
口
は
、
直
近
の
ピ
ー
ク
だ
っ

た
１
９
９
２
年
度
で
は
２
０
５
万
人

で
し
た
が
、
２
０
０
９
年
度
は
１
２

１
万
人
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
大
学
・
短
期
大
学
へ
の

進
学
率
（
過
年
度
生
含
む
）
は
、
２

０
０
９
年
度
に
過
去
最
高
の
56
・

２
％
に
達
し
ま
し
た
。
今
や
２
人
に

１
人
が
大
学
・
短
期
大
学
に
進
学
す

る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と

も
、
こ
の
数
字
は
そ
ろ
そ
ろ
頭
打
ち

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
少

子
化
の
影
響
を
免
れ
ら
れ
そ
う
に
あ

4.2ポイント増

※過年度生数含む
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私
立
で
も
導
入
が
進
む

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
（
以
下

セ
ン
タ
ー
試
験
）
は
、
毎
年
１
月
中

旬
に
２
日
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ

る
全
国
共
通
の
試
験
で
す
。
国
公
立

大
学
志
願
者
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
１
次

試
験
と
し
て
受
験
し
ま
す
。
近
年
は
、

多
く
の
私
立
大
学
入
試
に
も
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
０
年
度
は
国

公
私
立
合
わ
せ
て
過
去
最
多
の
６
５

１
大
学
が
導
入
し
、
52
万
６
０
０
人

が
受
験
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
国
公
立
大
学
や
私
立
大
学

が
試
験
場
と
な
り
、
２
０
１
０
年
度

は
７
２
５
か
所
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

試
験
は
全
問
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
で
、

６
教
科
28
科
目
の
中
か
ら
各
大
学
・

学
部
が
指
定
し
た
教
科
・
科
目
を
受

験
し
ま
す
。
国
公
立
大
学
は
５

（
６
）
教
科
７
科
目
、
私
立
大
学
は

２
、
３
教
科
が
一
般
的
で
す
。

　

問
題
は
極
端
な
難
問
は
な
く
、
教

科
書
レ
ベ
ル
の
一
定
の
学
力
を
問
う

内
容
で
す
。
２
０
１
０
年
の
セ
ン

タ
ー
試
験
の
平
均
点
は
、
国
語
が

53
・
81
点
、
英
語
が
59
・
07
点
、
数

学
Ⅰ
Ａ
が
48
・
96
点
、
日
本
史
Ｂ
が

61
・
51
点
で
し
た
（
国
語
・
英
語
は

１
０
０
点
満
点
と
し
て
換
算
）。

　

毎
年
、
ど
の
教
科
も
大
体
50
〜
60

点
前
後
が
平
均
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
部
の
得
意
教
科
・
科
目
の
学
力
を

伸
ば
す
だ
け
で
は
な
く
、
極
力
苦
手

な
分
野
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
な
試
験
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

大
学
に
よ
っ
て
異
な
る

配
点
比
率

　

配
点
は
、
国
語
と
外
国
語
が
２
０

０
点
、
地
歴
、
公
民
、
数
学
、
理
科

が
１
０
０
点
満
点
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
例
え
ば
、
外
国
語
が
４
０
０
点

と
し
て
換
算
さ
れ
る
大
学
も
あ
る
な

ど
、
配
点
は
各
大
学
・
学
部
・
学
科

で
独
自
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
試
験
の
結
果
は
、
受
験

生
に
知
ら
さ
れ
ま
せ
ん
。
国
公
立
大

学
の
受
験
者
は
、
受
験
後
、
新
聞
紙

上
な
ど
に
発
表
さ
れ
る
解
答
や
配
点

を
参
照
し
て
「
自
己
採
点
」
を
行
い

ま
す
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
出
願
先

を
決
め
て
個
別
試
験
（
２
次
試
験
）

を
受
け
ま
す
。

■ 国公立大学の配点比較パターン

一般入試

毎
年
50
万
人
以
上
が
受
験
す
る

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

■ センター試験　■ 個別試験（点）　※すべて2010年度入試

○センター試験のみで合否が決まる

国語

地歴・公民

数学

理科

外国語

山形大学 工学部機能高分子工学科（後期日程）

100

250

200

200

200

○センター試験の配点比率が高い

国語

地歴・公民

数学

理科

外国語

宮崎大学 農学部食料生産科学科（前期日程）

100

200

200

200

200

○個別試験の配点比率が高い

国語

地歴

公民

数学

理科

外国語

京都大学 教育学部／文系（前期日程）

25

50

50

25

50

○特定科目の配点比率が高い
お茶の水女子大学 理学部数学科（後期日程）

200

50

200

100

150

200

国語

地歴・公民

数学

理科

外国語

25

100

50

50

50

300

※センター試験で「国語」「地歴・公民から1」「数学」「理科」「外国
語」を課しているが、合否判定には「外国語」のみを利用。ただし、第１
段階選抜を実施する場合のみ「国語」50点、「地歴・公民から1」25
点、「数学」50点、「理科」50点、「外国語」100点の配点とする。
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第
１
志
望
校
は

前
期
日
程
が
勝
負

　

国
公
立
大
学
は
、
ご
く
一
部
の
大

学
・
学
部
を
除
き
、
セ
ン
タ
ー
試
験

と
、
各
大
学
・
学
部
・
学
科
が
実
施

す
る
個
別
試
験
の
結
果
に
よ
っ
て
合

否
を
判
定
し
ま
す
。
大
学
に
よ
っ
て

は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
点
数
が
一
定

の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
と
個
別

試
験
を
受
け
ら
れ
な
い
「
２
段
階
選

抜
」
を
実
施
し
て
い
る
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
大
学
は
、
個
別
試
験
を

前
・
後
期
日
程
に
分
け
て
行
う
「
分

離
分
割
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す

（
公
立
の
一
部
で
は
、
前
・
後
期
の

間
に
中
期
日
程
を
実
施
）。
前
・
中
・

後
期
日
程
は
、
同
じ
大
学
・
学
部
・

学
科
を
受
験
し
て
も
よ
く
、
別
々
で

も
構
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
最
大
で

３
回
の
受
験
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
前
期
日
程
に
合
格
し
て
入

学
手
続
き
を
行
う
と
、
中
・
後
期
日

程
の
合
格
資
格
が
自
動
的
に
失
わ
れ

る
の
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

第
１
志
望
校
は
前
期
日
程
で
受
験

す
る
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。
募
集
人
員

比
率
は
前
期
日
程
が
圧
倒
的
に
高
い

う
え
に
、
近
年
は
後
期
日
程
を
縮

小
・
廃
止
す
る
大
学
が
増
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
前
期
日
程
は
記
述
式
を

中
心
と
し
た
２
、
３
教
科
の
試
験
が

一
般
的
で
す
が
、
後
期
日
程
は
１
、

２
教
科
と
少
な
い
代
わ
り
に
小
論
文

や
総
合
問
題
（
複
数
教
科
の
知
識
を

必
要
と
す
る
問
題
）、
面
接
な
ど
を

課
す
大
学
が
多
く
、
特
別
な
対
策
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
度
の
国
公
立
大
学
個

別
試
験
は
、
前
年
に
比
べ
、
薬
学
・

看
護
系
や
教
員
養
成
系
の
志
願
倍
率

の
増
加
が
め
だ
ち
ま
し
た
。
不
況
で

就
職
が
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
資
格
・

免
許
を
取
得
で
き
る
系
統
に
人
気
が

集
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

前
期
日
程
を
重
視
す
る

国
公
立
大
学
の
個
別
試
験

80
％
以
上
が

セ
ン
タ
ー
試
験
を
利
用

　

私
立
大
学
の
一
般
入
試
で
増
え
て

い
る
の
が
、「
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

入
試
」
で
す
。
２
０
１
０
年
度
入
試

で
は
、
全
私
立
大
学
の
約
80
％
に
当

た
る
４
９
４
大
学
１
４
０
４
学
部
が

導
入
し
て
い
ま
す
。
受
験
校
の
幅
が

広
が
る
た
め
、「
念
の
た
め
に
」
と

い
う
気
持
ち
で
受
け
る
受
験
生
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
は
、
セ

ン
タ
ー
試
験
の
結
果
と
書
類
審
査
に

よ
る
選
抜
が
主
流
で
す
。
面
接
や
小

論
文
を
課
し
た
り
、
個
別
試
験
を

行
っ
て
セ
ン
タ
ー
試
験
の
結
果
と
比

べ
、
高
得
点
の
試
験
で
合
否
を
判
定

し
た
り
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

３
教
科
型
が
大
半
で
す
が
、
１
教

科
の
み
の
大
学
や
、
逆
に
難
関
大
学

な
ど
で
は
４
、
５
教
科
を
課
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
配
点

比
率
は
、
大
学
・
学
部
・
学
科
に
よ
っ

て
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

入
試
で
も
、
一
般
入
試
と
同
じ
く
前

期
・
後
期
、
Ｉ
期
、
Ⅱ
期
と
い
う
よ

う
に
、
２
回
以
上
に
分
け
て
募
集
す

る
大
学
が
増
え
て
い
ま
す
。

私
立
大
学
は
複
数
方
式
の

併
願
で
受
験
チ
ャ
ン
ス
増
大

■ センター試験利用入試を実施する私立大学数の推移

大学入試センター 「大学入試センター試験利用大学数の推移」を基に作成

200

300

400

2000

（校数）

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
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387

408
440 450
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487 494

（年度）
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こ
の
場
合
、
後
期
は
セ
ン
タ
ー
試

験
終
了
後
に
出
願
期
間
が
設
定
さ
れ

て
い
る
大
学
が
多
い
の
で
、
セ
ン

タ
ー
試
験
の
結
果
に
よ
っ
て
出
願
す

る
大
学
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
試
方
式
の
多
様
化
で

受
験
機
会
が
拡
大

　

私
立
大
学
で
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験

利
用
入
試
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

入
試
方
式
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
増
え
て
い
る
「
全
学
部
統
一

入
試
」
は
、
全
学
部
・
学
科
の
入
試

を
同
日
に
同
じ
問
題
で
行
う
方
式
で

す
。
１
回
の
受
験
で
複
数
の
学
部
・

学
科
に
出
願
で
き
る
の
が
大
き
な
利

点
で
す
。
ま
た
、
１
、
２
月
に
前
期
、

３
月
に
後
期
の
試
験
を
実
施
し
、
同

じ
学
部
・
学
科
に
２
回
の
受
験
機
会

を
与
え
る
方
式
も
あ
り
ま
す
。

　

特
定
の
科
目
に
強
い
受
験
生
に
向

け
た
方
式
と
し
て
、「
得
意
科
目
重

視
型
」
の
方
式
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
出
願
時
に
申
告
し
た
科
目
の
配

点
が
高
く
な
る
、
試
験
結
果
で
高
得

点
だ
っ
た
科
目
の
配
点
が
高
く
な
る
、

高
得
点
だ
っ
た
教
科
が
合
否
判
定
材

料
に
な
る
と
い
っ
た
、
い
く
つ
か
の

パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

　

短
期
大
学
の
入
試
科
目
は
１
・
２

教
科
が
主
流
で
す
が
、
４
年
制
大
学

同
様
、
推
薦
入
試
や
Ａ
Ｏ
入
試
な
ど

が
導
入
さ
れ
、
入
試
方
式
は
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

入
試
の
実
施
校
も
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
２
０
１
０
年
度
は
、
公
立
が

15
短
期
大
学
39
学
科
、
私
立
も
１
４

５
短
期
大
学
３
２
６
学
科
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

学
外
試
験
で

体
力
と
受
験
費
を
軽
減

　

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
所
在
地
か
ら

離
れ
た
場
所
で
試
験
を
行
う
「
学
外

試
験
（
地
方
入
試
）」
も
、
多
く
の

大
学
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
方
在

住
者
が
、
精
神
的
・
体
力
的
に
ゆ
と

り
を
持
っ
て
受
験
で
き
る
ほ
か
、
本

学
試
験
と
の
併
願
が
可
能
な
た
め
、

受
験
機
会
が
増
え
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
大
半
の
私
立
大

学
が
推
薦
入
試
や
Ａ
Ｏ
入
試
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
一
般
入

試
と
併
願
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

中
に
は
、
一
つ
の
大
学
・
学
部
を
10

回
以
上
、
受
験
で
き
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
併
願
の
数
だ

け
受
験
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
（
併

願
で
割
引
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
）。

■ タイプ別 私立大学一般入試の入試方式

タイプ1  同一大学・学部・学科を複数回受験できる

方式別入試

同一学部・学科で、入試科目や配点などが異なる複数の入試
方式で試験を行う。3教科型入試のほか、1・2教科型や、面接・
小論文などで選抜する方式を設けているケースが多い。試験日
が異なれば併願も可能だ。

後期試験
（3月入試）

同一学部・学科で、前期・後期というように募集人員を振り分け、
試験を2回以上行う。後期試験は3月に行われる場合が多く、
前期と後期で選抜方法や入試科目を変えるところが多い。

試験日
自由選択制

1つの学部・学科で、複数の試験日を設定し、都合のよい日を
選んで受験できる。試験日は違っても、入試科目は同じ大学が
ほとんど。また、試験日の数だけ併願を認めるところが大半で、
受験チャンスが広がる。

全学部統一入試

学部ごとの試験日のほかに、全学部の入試を同一日に一斉に
行うもの。受験科目の組み合わせ次第で複数学部を同時に受
験できる、学部個別日程との併願によって受験チャンスが広が
る、といったメリットがある。

タイプ2  得意分野が生かせる

得意科目重視型
（傾斜配点方式）

得意科目の配点が高くなる。主に次の3つのパターンがある。
①受験生が出願時に申告した科目の配点が高くなる。
②試験の結果、高得点だった科目の配点がさらに高くなる。
③3教科で受験し、合否判定はそのうち高得点だった2教科で
行う。

タイプ3  地元の近くで受験できる

学外試験
（地方入試）

大学のキャンパス所在地以外の会場で試験を行う方式。最寄
りの試験会場で、ゆとりを持って受験でき、交通費や宿泊費な
ども節約できる。また、学外試験と、大学キャンパスで行う本
学試験が別の日程で実施される場合、両方受験でき、受験機
会が増えるケースもある。
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多
彩
な
方
式
か
ら

条
件
に
合
う
も
の
を
選
択

　

推
薦
入
試
に
は
多
様
な
方
式
が
あ

り
、
私
立
大
学
だ
け
で
な
く
多
く
の

国
公
立
大
学
で
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
世
代
に
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
の
が
「
指
定
校
推
薦
入
試
」
で

す
。
大
学
が
特
定
の
高
校
に
推
薦
を

依
頼
す
る
制
度
で
、
学
業
成
績
の
基

準
は
か
な
り
高
め
で
す
が
、
校
内
選

考
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
合
格
と

な
り
ま
す
。
夏
休
み
明
け
に
校
内
選

考
を
行
う
高
校
が
多
い
の
で
、
受
験

を
希
望
し
て
い
る
場
合
は
、
夏
休
み

前
の
三
者
面
談
な
ど
で
担
任
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

　

指
定
校
推
薦
よ
り
も
出
願
条
件
が

緩
や
か
な
の
が
「
公
募
制
推
薦
入

試
」
で
す
。 

「
一
般
推
薦
」
と
「
特

別
推
薦
」
が
あ
り
、
一
般
推
薦
は
高

校
の
学
業
成
績
に
基
準
を
設
け
、
面

接
や
小
論
文
を
加
味
し
て
選
抜
し
ま

す
。
一
方
の
特
別
推
薦
は
、
部
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
取
得
資
格

な
ど
の
経
験
や
実
績
か
ら
、
受
験
生

の
個
性
や
能
力
を
評
価
す
る
も
の
で

す
。
評
価
対
象
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
・
芸
術
、
英
語
や
簿
記
な
ど
の
資

格
、
一
芸
一
能
な
ど
幅
広
い
分
野
に

及
び
ま
す
。

　

大
学
に
よ
っ
て
は
、
特
別
推
薦
の

一
環
と
し
て
「
自
己
推
薦
」
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
他

の
推
薦
入
試
と
は
異
な
り
、
原
則
と

し
て
学
校
長
の
推
薦
が
不
要
で
、
活

動
内
容
や
実
績
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

「
自
己
推
薦
書
」
を
提
出
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
立
大
学
の
医
学
部

医
学
科
や
教
育
学
部
で
は
、
地
元
で

活
躍
す
る
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、

近
隣
地
域
出
身
者
を
対
象
と
し
た

「
地
元
枠
」「
地
域
枠
」
の
設
置
が
進

ん
で
い
ま
す
。

学
力
だ
け
で
な
く

日
ご
ろ
の
努
力
を
評
価

　

推
薦
入
試
は
、
原
則
的
に
学
校
長

の
推
薦
を
受
け
て
出
願
し
、
主
に
書

類
審
査
で
合
否
を
決
定
す
る
入
試
制

度
で
す
。

　

学
力
試
験
の
結
果
だ
け
で
選
考
す

る
一
般
入
試
と
は
異
な
り
、
高
校
の

学
業
成
績
を
は
じ
め
、
部
活
動
、
生

徒
会
活
動
、
課
外
活
動
な
ど
、
日
ご

ろ
の
実
績
や
努
力
が
評
価
さ
れ
る
の

が
特
徴
で
す
。
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
か
ら
、
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
ポ
イ
ン

ト
を
意
識
し
て
高
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

■ 推薦入試の種類
指定校
推薦入試

現役生に限られ、学業成績基準もかなり高いが、推薦された生徒は、
ほぼ全員が合格できる。

公募制
推薦入試

学業成績基準は指定校推薦に比べて緩やか（ただし、国公立大学
は指定校推薦を行わないため高め）。私立大学は既卒者でも応募可
能なところもある。

一般推薦 学業成績などに一定の基準を設けて、それをクリアした生徒が応募で
きる。

特別推薦
受験生の個
性や能力な
どで判定。

スポーツ 全国または都道府県大会の上位入賞者が対象。大学
でその種目を継続して行うことを条件とする場合が多い。

文化・芸術 各分野のコンクールやコンテストなどで、優秀な成績を収
めた者が対象。

資格 高校在学中にTOEFL®やTOEIC®、簿記、情報処理
など、大学が指定する資格を取得した者が対象。

課外活動 生徒会長やクラブの部長、文化祭実行委員などを務め、
リーダーシップを発揮した者を評価する。

学業成績 特定科目の成績が特に優れている者を評価。学部・学
科の専門分野に関連する科目が多い。

一芸一能
分野を限定せず、受験生の持つ特異な能力や個性を評
価する。各分野で目覚しい実績を挙げていることが条件
となる。

評定平均値と学習成績概評
調査書に記載される学業成績の基準となるのが「評定平
均値」と「学習成績概表」です。

評定平均値
現役生の場合、高校1・2年の学年
末と3年1学期（または前期）の成績
を基に算出します。各教科の評定
平均値は、履修した科目の5段階
評価の評定を合計したものを科目
数で割ります。全科目の評定の合
計を全科目数で割ったものが「全体
の評定平均値」になります。

学習成績概表
全体の評定平均値を以下のA～
Eの5段階に分けたものです。どちら
も小数点以下2位を四捨五入して
算出します。

A＝5.0～4.3  B＝4.2～3.5
C＝3.4～2.7  D＝2.6～1.9
E＝1.8～1.0

推薦入試

学
業
成
績
や
部
活
動
な
ど

高
校
で
の
努
力
を
評
価
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国
公
立
・
私
立
と
も
に

導
入
す
る
大
学
が
増
加

　

受
験
生
の
個
性
や
能
力
、
大
学
と

の
適
性
な
ど
を
、
時
間
を
か
け
て
総

合
的
に
評
価
す
る
「
人
物
本
位
」
の

入
試
が
「
Ａ
Ｏ
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
オ
フ
ィ
ス
）
入
試
」
で
す
。

　

一
部
の
難
関
大
を
除
き
、
国
公
立

大
学
で
も
広
く
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
後
期
日
程
を
縮
小
・
廃
止

し
て
、
Ａ
Ｏ
入
試
枠
を
広
げ
る
ケ
ー

ス
が
め
だ
ち
ま
す
。
２
０
０
８
年
度

は
４
９
８
大
学
（
国
立
41
大
学
、
公

立
18
大
学
、
私
立
４
３
９
大
学
）
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｏ
入
試
で
は
、
各
大
学
の
求
め

る
学
生
像
を
示
し
た
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
か
、

そ
の
大
学
で
学
ぶ
強
い
意
欲
と
目
的

意
識
が
あ
る
か
が
重
視
さ
れ
ま
す
。

学
校
長
の
推
薦
が
原
則
的
に
不
要
で
、

過
年
度
卒
で
も
出
願
で
き
る
の
も
魅

力
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

　

合
否
判
定
の
材
料
は
、
書
類
や
面

談
・
面
接
、
論
文
、
特
技
や
資
格
な

ど
で
す
。
書
類
は
、
自
己
ア
ピ
ー
ル

に
加
え
、
部
活
動
や
生
徒
会
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
歴
を
記

入
す
る
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出

し
ま
す
。
難
関
大
学
で
は
、
研
究
レ

ポ
ー
ト
の
提
出
や
、
課
題
に
基
づ
い

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
発
表
）

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
選
抜
方
法
を
調
べ
て

大
学
ご
と
に
対
策
を
練
る

　

Ａ
Ｏ
入
試
の
選
抜
方
法
は
、
大
学

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
代
表
例

と
し
て
「
対
話
重
視
型
」「
書
類
・

論
文
重
視
型
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

「
対
話
重
視
型
」
で
は
、
エ
ン
ト

リ
ー
後
、
面
接
と
懇
談
の
中
間
に
あ

た
る
「
面
談
」
な
ど
を
行
い
、
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
な
ど
に
つ

い
て
話
し
ま
す
。
こ
の
段
階
で
出
願

を
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
１

次
審
査
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
を
パ
ス
す
れ
ば
、
正
式
な
出
願

と
な
り
、
複
数
回
の
面
接
を
受
け
て

合
否
が
決
ま
り
ま
す
。

　

一
方
、「
書
類
・
論
文
重
視
型
」
は
、

出
願
時
に
提
出
し
た
書
類
や
論
文
な

ど
に
よ
っ
て
１
次
審
査
が
行
わ
れ
、

合
格
者
は
面
接
や
論
文
な
ど
に
よ
る

最
終
審
査
を
受
け
ま
す
。

　

大
学
に
よ
っ
て
は
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
エ
ン
ト
リ
ー
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
模
擬
授
業

の
参
加
が
、
Ａ
Ｏ
入
試
の
出
願
条
件

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

事
前
に
調
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

変わる推薦入試・AO入試

AO入試

能
力
や
適
性
を
総
合
的
に
評
価
す
る

「
人
物
本
位
」
の
入
試

　

今
ま
で
の
推
薦
入
試
・
Ａ
Ｏ
入

試
の
多
く
は
、
学
力
試
験
が
課
さ

れ
な
か
っ
た
た
め
、
学
生
の
学
力

不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
Ａ
Ｏ
入
試
の
出
願
時
期

に
つ
い
て
の
規
制
が
な
く
、
夏
休

み
前
に
合
否
が
決
ま
る
大
学
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
合
格
す
る
と
生
徒
の

気
が
抜
け
て
し
ま
い
、
高
校
で
の

指
導
に
支
障
が
出
る
ほ
か
、
大
学

に
よ
る
「
青
田
買
い
」
と
の
批
判

も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、
文
部

科
学
省
は
、
国
公
立
大
学
、
お
よ

び
私
立
大
学
に
対
し
、
２
０
１
１

年
度
の
推
薦
入
試
・
Ａ
Ｏ
入
試
か

ら
、
高
校
で
「
何
を
、
ど
の
程
度
、

学
ん
で
き
て
ほ
し
い
か
」
を
具
体

的
に
示
す
よ
う
に
通
達
。
必
要
に

応
じ
て
セ
ン
タ
ー
試
験
の
結
果
や

資
格
・
検
定
試
験
の
成
績
、
高
校

の
評
定
平
均
値
な
ど
を
考
慮
し
、

十
分
な
学
力
が
備
わ
っ
て
い
る
か

を
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。
さ
ら
に
Ａ
Ｏ
入
試
の
願

書
受
付
開
始
時
期
を
「
８
月
１
日

以
降
」
と
設
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
通
達
を
受
け
、
学
力
検
査

の
導
入
な
ど
、
推
薦
入
試
・
Ａ
Ｏ

入
試
が
今
後
大
き
く
変
わ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
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偏
差
値
は
あ
く
ま
で
目
安

到
達
度
の
把
握
に
活
用

　

受
験
勉
強
を
進
め
る
う
え
で
、
学

力
の
把
握
に
役
立
つ
の
が
偏
差
値
で

す
。
偏
差
値
は
、
模
擬
試
験
な
ど
を

受
験
し
た
生
徒
の
学
力
が
、
受
験
者

全
体
の
ど
の
位
置
に
あ
る
か
を
示
す

も
の
で
、
ち
ょ
う
ど
平
均
点
だ
っ
た

場
合
、
偏
差
値
は
50
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
偏
差
値
は
あ
く
ま
で
も

母
集
団
の
中
で
の
位
置
を
表
す
数
値

で
す
。
例
え
ば
、
成
績
の
良
い
生
徒

が
集
ま
る
模
試
と
、
ど
の
成
績
層
の

生
徒
も
ま
ん
べ
ん
な
く
受
け
た
模
試

と
で
は
、
た
と
え
同
じ
偏
差
値
で
も
、

示
さ
れ
て
い
る
学
力
の
高
さ
は
異
な

り
、
単
純
に
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

数
値
の
上
下
に
一
喜
一
憂
せ
ず
、

あ
く
ま
で
も
目
安
と
考
え
、
学
習
到

達
度
の
把
握
や
弱
点
の
発
見
に
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

模
試
結
果
の
推
移
で

学
力
の
伸
び
を
測
る

　

模
試
を
受
け
る
と
、
偏
差
値
と
と

も
に
示
さ
れ
る
の
が
「
合
格
可
能

性
」
で
す
。
合
格
可
能
性
が
80
％
以

上
は
Ａ
、
60
％
以
上
は
Ｂ
、
40
％
以

上
は
Ｃ
、
20
％
以
上
は
Ｄ
、
20
％
未

満
は
Ｅ
な
ど
と
示
さ
れ
ま
す
。

　

偏
差
値
と
同
様
、
合
格
可
能
性
も

そ
の
時
点
で
の
結
果
に
す
ぎ
ま
せ
ん

か
ら
、
と
ら
わ
れ
過
ぎ
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
過
去
の
結
果
を
線
で
結

び
、
学
力
の
「
推
移
」
を
と
ら
え
る

指
標
と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ワ
ク
ワ
ク
感
が

学
力
を
さ
ら
に
伸
ば
す

　

子
ど
も
が
、
模
試
の
結
果
が
芳
し

く
な
く
て
悩
ん
で
い
る
と
き
は
、

「
努
力
が
結
果
に
結
び
つ
く
に
は
時

間
が
か
か
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た

り
、
勉
強
法
を
高
校
の
先
生
に
質
問

さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
勉
強

の
質
を
改
善
で
き
れ
ば
、
学
力
は
必

ず
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
特
に
、
現
役
生

の
場
合
、
コ
ツ
コ
ツ
と
勉
強
し
て
い

れ
ば
、
秋
以
降
か
ら
成
果
が
あ
ら
わ

れ
、
受
験
当
日
ま
で
伸
び
続
け
る
の

が
一
般
的
で
す
。

　

保
護
者
も
成
績
が
上
が
ら
な
い
か

ら
と
慌
て
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も

を
励
ま
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
子
ど

も
が
「
も
っ
と
高
い
レ
ベ
ル
に
到
達

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
希

望
を
抱
け
ば
、
勉
強
に
対
す
る
集
中

力
と
意
欲
が
持
続
し
、
さ
ら
な
る
学

力
の
伸
び
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

秋
口
の
模
試
で
合
格
可
能
性
が
低

か
っ
た
り
、
偏
差
値
が
達
し
て
い
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
安
易
に
志
望
校

を
変
更
す
る
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

受験プラン

入
試
当
日
ま
で
学
力
が
伸
び
る
こ
と
を

想
定
し
て
志
望
校
を
決
め
る

偏
差
値

時
期１１月

２年生

65

63

61

59

57

55

53

51

49

47

45

■ 生徒の偏差値の推移例

志望校群の過去問
を解き、出題分野・傾
向をつかむ。

11月

志望校の候補「志望校
群」をピックアップする。

7月

この時期では、結果
のデータを気にするよ
り、学力の定着度をチ
ェックし、弱点を把握。

高3スタート時
第1志望校の試験日を気
力・体力・学力のピークで
迎えるための受験スケジ
ュールを考える。

12月

Aさん

Bさん

３年生
１月 ２月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月

※編集部調べ
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目
標
を
か
な
え
る

「
受
験
プ
ラ
ン
」の
立
て
方

　

学
力
試
験
は
、
ひ
た
す
ら
勉
強
す
る

だ
け
で
な
く
、
第
１
志
望
校
の
試
験
に

最
も
実
力
を
発
揮
で
き
る
「
受
験
プ
ラ

ン
」
を
立
て
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
効

率
よ
く
勉
強
す
る
た
め
に
も
、
７
月
ま

で
に
は
志
望
校
の
候
補
で
あ
る
「
志
望

校
群
」
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
お
く
と

い
い
で
し
ょ
う
。

　

秋
以
降
の
学
力
の
伸
び
を
考
え
、
国

公
立
大
学
志
望
者
は
現
在
の
偏
差
値
よ

り
8
く
ら
い
上
の
「
第
１
志
望
校
群
」、

そ
の
時
点
で
合
格
可
能
性
の
高
い
「
第

２
志
望
校
群
」
の
２
パ
タ
ー
ン
を
設
定

す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
高
い
目
標

を
持
つ
と
、
意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
思
い
の

ほ
か
セ
ン
タ
ー
試
験
の
結
果
が
悪
か
っ

た
と
き
で
も
、
第
２
志
望
校
群
に
切
り

替
え
れ
ば
よ
く
、
焦
っ
て
志
望
校
を
変

更
せ
ず
に
済
み
ま
す
。
こ
の
段
階
で
、

入
試
科
目
を
そ
ろ
え
、
勉
強
す
る
範
囲

を
絞
り
込
み
ま
し
ょ
う
。

　

セ
ン
タ
ー
試
験
の
受
験
後
は
、
結
果

に
よ
っ
て
、
第
１
志
望
校
群
と
第
２
志

望
校
群
の
中
か
ら
志
望
校
を
決
め
、
そ

の
大
学
を
軸
に
「
受
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
」
を
立
て
ま
す
。

　

気
を
つ
け
た
い
の
が
、「
試
験
は
連

続
で
２
日
ま
で
と
す
る
」「
第
１
志
望

校
の
受
験
前
に
合
格
す
る
可
能
性
の
高

い
大
学
を
１
、
２
校
受
け
て
お
く
」
こ

と
で
す
。
試
験
を
経
験
し
て
お
く
と
、

本
番
の
雰
囲
気
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
第
１
志
望
校
の
受
験
前

に
合
格
通
知
が
届
け
ば
、
自
信
に
も
な

り
、
そ
の
後
の
受
験
で
本
来
の
実
力
が

発
揮
で
き
ま
す
。

　

効
果
的
な
受
験
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作

成
し
、
学
力
と
と
も
に
、
気
力
・
体
力

も
ベ
ス
ト
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
第
１

志
望
校
の
受
験
に
臨
め
る
よ
う
、
お
子

さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
実
力
を
引
き
出
す「
受
験
プ
ラ
ン
」と
は
？

ポイント1  7月の三者面談までに志望校を決める

【志望校群の例】
■ 国公立大学の場合

大学・学部名 センター試験教科・科目 個別試験教科 センター試験目標得点率

第 1志望校群
東北大（経） 6教科 7科目 3教科（英・国・数） 80%

千葉大（法経・経） 6教科 7科目 3教科（英・国・数） 75%

第 2志望校群
埼玉大（経） 6教科 7科目 3教科（英・国・数） 71%
新潟大（経） 6教科 7科目 3教科（英・国・数） 69%

■ 私立大学の場合
大学・学部名 センター試験利用入試教科・科目 一般入試教科・科目 難易度

志望校群

A大（政経・経） 3教科（英・国・地歴） 3教科（英・国・地歴） 62
B大（経） 3教科（英・国・地歴） 3教科（英・国・地歴） 56
C大（経） 3教科（英・国・地歴） 3教科（英・国・地歴） 52
D大（経） 3教科（英・国・地歴） 3教科（英・国・地歴） 55
E大（経） 3教科（英・国・地歴） 3教科（英・国・地歴） 55

ポイント2  センター試験後に受験スケジュールを練る

【受験スケジュールの例】

2月7日

B大（経）
2月 1日

C大（経）
2月 5日

E大（経）
2月 8日

D大（経）
2月 11日

A大（政経・経）

合格可能性の高い大学を受け、
試験の雰囲気に慣れる。

合格通知が届くとワクワク感がアッ
プ！ ギリギリまで勉強に身が入る。

ベストな状態
で第1志望校
の試験へ！

三
者
面
談
シ
ー
ト
（
本
誌
60
ペ
ー
ジ
の
後
）
と
一
緒
に
活
用
し
ま
し
ょ
う

書き込んで先生に相談できる「三者面談チェックシート」はp.60の後です

第1志望

※ 出願に当たっては、センター試験の得点を考慮し、過去3年分の個別試験問題を解いてみて、出題分野・傾向を確かめ、総合的に判断
して出願校を決めることが望ましい。

第1志望


